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2024年度からの新たな取組として、国において推進区域（仮称）・モデル推進区域（仮称）
を設定してアウトリーチの伴走支援を実施、都道府県において推進区域の調整会議で協議を
行い区域対応方針の策定・推進、医療機関において区域対応方針に基づく医療機関対応方針
の検証・見直し等の取組を行い、構想区域での課題解決に向けた取組の推進を図る。

２０２５年に向けた取組の通知内容（令和６年３月２８日付け、厚生労働省通知）

通知内容

○推進区域仮称については、これまでの取組状況等を
踏まえ、以下の区域から設定することとしたい。

①データの特性だけでは説明できない合計病床数の必
要量との差異が特に生じている区域

②データの特性だけでは説明できない機能別病床数の
必要量との差異が特に生じている区域

③令和５年９月末調査において、再検証対象医療機関
における対応状況として検証中または検証未開始の
医療機関がある区域

④その他医療提供体制上の課題があって重点的な支援
の必要性があると考えられる区域

※厚生労働省において、都道府県に相談した上で、推
進区域（仮称）として都道府県あたり、１～２か所
設定する。

○モデル推進区域（仮称）については、厚生労働省に
おいて、推進区域の中から、都道府県に相談した上
で、全国に10～20か所程度設定するものであり、
病床機能報告上の病床数と必要量の差異等を踏まえ、
医療提供体制上の課題や重点的な支援の必要性があ
ると考えられる区域を設定する。

○具体的には、必要量より多くなっている機能別病床
について、2015年と比べて、病床数が増加かつ病床
利用率が低下している、医療提供体制上の課題の分
析や地域医療連携推進法人制度の活用等を行い、将
来に向けて地域医療構想を進めようとしているなど、
医療提供体制上の課題があって重点的な支援の必要
性があると考えられる構想区域を設定することとし
たい。

推進区域（仮称）の設定の考え方 モデル推進区域（仮称）の設定の考え方
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推進区域の設定について

●真庭圏域は、二次医療圏の見直しを国から求められている圏域である。今後も、人口減少・高齢化
の進展により、医療機関の存続や持続的な医療提供体制の維持が懸念される中、県内の５圏域の中
で最も人口が少ない真庭医療圏（真庭区域）については、広域化などの見直しの検討を余儀なくさ
れる可能性が考えられる。

●当圏域は、以前から、圏域内の中核病院が地域の他の医療機関と積極的に連携しながら、地域医療
を支えてきた経緯がある。

●人口減少・高齢化が進んでいく中で、本県の二次医療圏において、人口が最も少なく、高齢化率も
２番目に高い圏域であることから、かかりつけ医と中核病院の機能分化・連携に先駆的に取り組ん
できた圏域である。

●人口の高齢化に伴う医療ニーズの変化に対応するため、厳しい経営環境の中においても、医療提供
体制の見直しを行い、医師不足・看護師不足を乗り越えてきた地域である。

●次期地域医療構想は、２０４０年を見据えて国において検討がなされているが、８５歳以上人口の
増大や現役世代の減少に伴う医療需要の変化により、病床機能の見直しにとどまらず、かかりつけ
医機能、在宅医療、医療・介護連携や人材の確保など、地域包括ケアシステムの深化を図り、地域
の医療提供体制全体を議論していく必要がある。

●今回、圏域内の医療機能の分化・連携が一定程度進んでおり、県下をリードして、２０４０年を見
据え、無床診療所を含めた地域医療提供体制の検討に向け、活発な議論が期待できる真庭圏域を推
進区域として設定することとする。

※本県において、慎重に検討した結果、推進区域（仮称）の設定の考え方④に基づき、以下の理由
により真庭圏域を設定

※モデル推進区域（仮称）については、厚生労働省から候補案の提示はなかった。



今後のスケジュールについて

令和６年度 第１回真庭圏域地域医療構想調整会議【７月２４日（水）】

●推進区域の設定に関する報告

※推進区域対応方針（案）の検討、策定に着手（事務局で（案）を作成）

令和６年度 第２回真庭圏域地域医療構想調整会議

●推進区域対応方針（案）の協議
（第３回調整会議での継続協議もあり得る）

●調整会議で了承を得た推進区域対応方針を厚生労働省へ報告

●推進区域対応方針に基づく取組等の実施（２０２５年度まで）
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推進区域対応方針の様式例（案）について①

※厚生労働省から示されている推進区域対応方針
の様式例（案）は、次のとおり
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推進区域対応方針の様式例（案）について②



推進区域について（案）厚生労働省資料
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